
令和６年度 常任委員会の活動評価について 

 

 

 

令和７年 

３月４日（火）予算決算常任委員会理事会 

３月１０日（月）常任委員会（政策企画雇用経済観光、防災県土整備企業、教育警察） 

３月１１日（火）常任委員会（総務地域連携交通、環境生活農林水産、医療保健子ども福祉病院） 

（１）チェックシートの項目を参考に、１年間の委員会活動を振り返り、良かった点、

改善すべき点等を委員間討議する。 

（２）委員間討議の後、正副委員長、各委員（理事）がそれぞれチェックシートに評

点等を記載して提出する。 

 

 

 

３月１２日（水）常任委員会（政策企画雇用経済観光、防災県土整備企業、教育警察） 

３月１３日（木）常任委員会（総務地域連携交通、環境生活農林水産、医療保健子ども福祉病院） 

３月１８日（火）予算決算常任委員会理事会 

○ 「１チェックシートによる評価」での議論と、チェックシートによる評価結果を

踏まえて協議し、「委員会活動評価総括表」を作成する。 

 

 

 

３月２１日（金）委員長会議 

○ 各委員長から、「委員会活動評価総括表」により１年間の委員会等活動の評価を報

告するとともに、委員長間で共有すべき取組等を確認し、次期委員会等への引継ぎ

事項を整理する。 

※ 委員長会議開催後に常任委員会等を開催した場合には、「委員会活動評価総括表」

への補足の有無・内容について、当該委員会（理事会）において協議し、補足後の

「委員会活動評価総括表」を委員長から議長に提出する。 

 

 

 

５月（予定） 代表者会議 

○ 議長から委員会活動の評価や次期委員会への引継ぎ事項も含め議会活動計画の実

施状況を報告し、今後の対応方針を決定する。 

 

 

 

５月（予定） 委員長会議 

○ 議長から、次期委員長に、代表者会議で決定した対応方針とともに、前期の委員

会活動の評価を引き継ぐ。 

 

１ チェックシートによる評価 

２ 委員会活動評価総括表について協議 

３ 委員長会議での報告及び確認 

４ 代表者会議への報告 

５ 次期委員会への引継ぎ 
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資料２-１

【チェックシートを記入するにあたっての注意事項】

■評価できない項目
（該当なし「－」）

○チェックシートを記入する前に、委員間で協議を行い、評価項目に含めるか否か
（「－」とするか否か）を委員会として決めます。

常任委員会活動チェックシート

　

　■点数の基準

○委員個人の評価とします。

○基準となる点数は「３点」とします。

　　１点・・・「ほとんどできなかった」「不満足」

　　２点・・・「あまりできなかった」「例年よりもできなかった」「やや不満足」

　　３点・・・「通常どおりできた」「例年どおりできた」「普通」

　　４点・・・「通常よりも良くできた」「例年よりも良くできた」「概ね満足」

　　５点・・・「ほぼ完璧にできた」「十分満足」

このチェックシートは、「三重県議会 議会活動計画」に基づき、毎年次の委員会活動について自

己評価を行うものです。

「基本方針」を踏まえて、今年次の委員会活動を振り返り、それぞれの「評価対象項目」について、

「取組の方向」や「評価の視点」を参考にして、委員（理事）の皆さんで自己評価（５段階評価）を

行ってください。（但し、該当のない項目は評価しませんので、当該項目の評価欄には「－」をつけ

てください。）



番号 評価対象取組 取組の方向 評価の視点 評価 自由記載（評価点の理由や気づいた点）

議員間討議の機会は十分に確保されていましたか。

議員間討議の機会を十分に活用しましたか。

議員間討議を通じて合意形成を図るよう努めましたか。

年間活動計画の策定に当たって、委員会で十分に議論を行いましたか。

年間活動計画の内容は適切なものでしたか。

年間活動計画に沿って委員会活動を行いましたか。

重点調査項目の設定に当たって、委員会で十分に議論を行いましたか。

重点調査項目の内容は適切なものでしたか。

重点調査項目について十分な調査・審査を行いましたか。

県内外調査の調査先は適切でしたか。

調査先で十分な調査を実施しましたか。

県内外調査における内容をその後の調査・審査に活用しましたか。

当初予算について十分な調査・審査を行いましたか。

当初予算に議会の意思を反映させるよう、具体的な提言や提案を実施しましたか。

総合計画等について十分な調査・審査を行いましたか。

総合計画等に議会の意思を反映させるよう、具体的な提言や提案を実施しましたか。

個別の行政計画について十分な調査・審査を行いましたか。

個別の行政計画に議会の意思を反映させるよう、具体的な提言や提案を実施しましたか。

番号 評価対象取組 取組の方向 評価の視点 評価 自由記載（評価点の理由や気づいた点）

必要に応じて、参考人招致や公聴会の実施について協議を行いましたか。

参考人招致や公聴会における意見をその後の調査・審査に活用しましたか。

請願審査は適切な方法で実施しましたか（執行部からの意見聴取や紹介議員の出席要
求、請願者の参考人招致など）。

採択した請願の願意の実現に向けて、具体的な取組を行いましたか。（知事等に対する
経過報告等の要求、知事等への申し入れ、意見書の提出など）

常任委員会活動チェックシート

4

3

2

1

重点調査項目
　県政で課題となっている項目など、年間を通じて特に調査を行っていく必要がある事項を「重点調
査項目」として年間活動計画で定めます。

委員会審議の活性化

〇基本方針　～住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進～　　議会の本来の機能である政策決定並びに知事等の事務の執行について監視及び評価を行います。

委員会名（　　　医療保健子ども福祉病院常任委員会　　　）　

県内外調査

1

2

7

6

5

参考人制度等の活用

当初予算に係る調査・審査

総合計画に係る調査・審査

個別の行政計画に係る
調査・審査

　議事機関としての議会の機能を十分発揮するため、議員相互間の討議を積極的に行うよう努め
ます。
　また、効率的かつ効果的な委員会の運営を図るため、委員長会議の開催をはじめとした委員会
間の情報共有・調整及び連合審査会の活用に努めます。

　「重点調査項目」を中心として、所管事項について調査するための県内外調査の予定を年間活動
計画で定めます。

〇基本方針　～開かれた議会運営の実現～　議会活動を県民に対して説明する責務を有することに鑑み、積極的に情報の公開を図るとともに、県民が参画しやすい開かれた議会運営を行います。

請願への対応

年間活動計画

　県政の重要な案件又は県民の利害に関わる重要な案件の調査・審査に当たっては、専門的知識
を有する者のほか、利害関係者や県民の意見を反映させるため、必要に応じて参考人の招致や公
聴会の開催を行います。

　受理した請願については、主として所管の委員会において、誠実かつ慎重に審査を行います。ま
た、採択した請願については、必要に応じて、知事等に対しその処理の経過及び結果の報告を求
めるほか、国等に対し意見書を提出するなど、議会として願意の実現に向けた取組を行います。

　効率的かつ効果的な委員会の運営を図るため、１年間の活動スケジュール、重点調査項目、県
内外調査等の予定について定める年間活動計画を策定します。

　「当初予算」については、毎年度、議長を除く全議員参加型の予算決算常任委員会を中心に調
査・審査を行います。
　当初予算について、予算編成が始まる前や予算要求の段階から予算調製方針、予算要求状況な
どの調査・審査を行います。
　予算決算常任委員会に６つの分科会を設置し、当初予算の詳細な調査・審査を行います。

　総合計画及び「みえ元気プラン」の策定並びに「県政レポート」の作成に合わせて調査・審査を行
い、知事への申し入れを行います。

　個別の行政計画については、改定時期を見据え、基本的には所管の常任委員会で調査・審査を
行います。
　議会の議決対象となっている計画については、所管の常任委員会での調査・審査だけでなく、本
会議における議案質疑を行うなど、より詳細な調査・審査等を行い、議決に至るまで一貫して議会
が関与します。
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医療保健子ども福祉病院常任委員会 活動実績書 案（令和６年５月～令和７年５月） 
令和７年３月 11日現在 

1  所管調査事項 

・医療及び介護行政の推進について   ・社会福祉及び社会保障の推進について 

・保健衛生行政の推進について     ・病院事業の運営について 

・子ども及び青少年の育成について 

 

2  重点調査項目 

(1) 医療・介護の人材確保と働き方改革について 

(2) がん・糖尿病等生活習慣病の医療・介護連携について 

(3) 妊娠・出産における医療・福祉体制の整備について 

(4) 子どもの命と権利を守る取組について 

(5) 共生社会の実現について 

・ひきこもり対策について 

・認知症対策について 

 

3  活動計画表 

重点調査項目 
令和６年 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

令和７年 

１月 

 

２月 

 

３月 

 

４月 

 

５月 

(1) 医療・介護の人材確保と働

き方改革について 

(2) がん・糖尿病等生活習慣病

の医療・介護連携について 

(3) 妊娠・出産における医療・

福祉体制の整備について 

(4) 子どもの命と権利を守る取

組について 

(5) 共生社会の実現について 

・ひきこもり対策について 

・認知症対策について 

常任委員会 

所管事項説明 

(5/22) 

常任委員会 

議案の審査、

所管事項の調

査等 

(6/19,21) 

予決分科会 

補正予算等 

(6/19,21) 

県内調査 

(7/18) 

県内調査 

(7/23) 

 県外調査 

(9/4～6) 

常任委員会 

議案の審査、所管事項の

調査等(10/4,8,15) 

予決分科会 

補正予算等(10/4,8) 

令和５年度歳入歳出決

算、所管事項の調査

（当初予算編成に向け

ての基本的な考え方）

(10/30) 

常任委員会 

参考人の出席要

求（10/30） 

常任委員会 

議案の審査、所

管事項の調査

等(12/9,11) 

予決分科会 

補正予算等 

(12/9,11) 

常任委員会 

参考人招致、所

管事項の調査

等（12/13） 

常任委員会 

所管事項の調

査、参考人の出

席要求(1/20) 

予決分科会 

補正予算等 

(1/20) 

 

常任委員会 

参考人招致 

(2/7) 

予決分科会 

補正予算等 

(2/25) 

常任委員会 

議案の審査、所

管事項の調査

等(3/11,13) 

予決分科会 

当初予算、補正

予算等 

(3/11,13) 

  

執行部の主な予定 

 令和６年版県

政 レ ポ ー ト

（案） 

   一般会計・特別会計決算 

令和７年度行政展開方

針（案） 

当初予算編成に向けて

の基本的な考え方 

 当初予算要求

状況 

 当初予算案 令和７年度行

政展開方針 

  

 

4  県内外調査について 
(1) 県内調査 

７月 18日（木） 子育て家庭を支援する組織（三重県北勢児童相談所）の取組や子どもの福祉・権利を擁護する自治体（桑名市）の取組について調査を行った。 
７月 23日（火） 生活習慣病や妊娠・出産に係る体制整備を図る自治体（松阪市）の取組、共生社会の実現に向けた自治体（伊勢市）の取組について調査を行った。 

(2) 県外調査 
９月４日（水）～９月６日（金） ＩＣＴの活用により生産性向上を図る介護事業者（社会福祉法人善光会）の取組、ゲーム・ネット依存治療を専門とする医療機関（独立行政法人国立病院

機構久里浜医療センター）や子どもの居場所づくりを推進する団体（認定ＮＰＯ法人フリースペースたまりば）の取組、スポーツ、レクリエーション活動を
通じ、障がい者の社会参加、福祉の増進等を目指す自治体（横浜市）の取組について調査を行った。 
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資料5-1 R6.6.28 報告 大麻 子ども条例.doc 

  

医
療
保
健
子
ど
も
福
祉
病
院
常
任
委
員
会 

委
員
長
報
告 

（
令
和
６
年
６
月
28
日 

付
託
議
案
） 

 

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

医
療
保
健
子
ど
も
福
祉
病
院
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ

ま
し
た
、
議
案
第
92
号
「
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬

取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
案
」
ほ
か
２
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
６
月
19

日
及
び
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
当
局
の
出
席
を
求
め
、

慎
重
に
審
査
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ

て
、
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
際
、
本
委
員
会
で
特
に
議
論
の
あ
り
ま
し
た
事
項

に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

資料５-１ 
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は
じ
め
に
、
大
麻
草
に
係
る
適
切
な
栽
培
及
び
管
理
の
徹
底
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

大
麻
に
つ
い
て
は
、
単
に
そ
の
有
害
性
を
危
険
視
す
る
だ
け
で

な
く
、
有
害
成
分
が
少
な
い
品
種
に
係
る
産
業
用
途
の
利
用
価
値

に
つ
い
て
評
価
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
回
の
法
改
正
で
は
、

「
大
麻
草
を
活
用
し
た
産
業
の
育
成
を
図
る
場
合
に
は
、
関
係
省

庁
が
連
携
し
て
進
め
る
よ
う
に
す
る
」
旨
の
附
帯
決
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

県
当
局
に
お
か
れ
て
は
、
大
麻
草
の
栽
培
管
理
に
あ
た
り
、
大

麻
草
の
産
業
用
途
の
利
用
に
係
る
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
時

機
に
応
じ
て
所
管
部
の
見
直
し
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。 
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次
に
、「
三
重
県
子
ど
も
条
例
」
の
改
正
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

三
重
県
で
は
、
子
ど
も
が
豊
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
平
成
23
年
、「
三
重
県
子
ど
も
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。 

条
例
の
施
行
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
現
在
子
ど
も
に
係
る

多
く
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
令
和

５
年
４
月
に
こ
ど
も
基
本
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
６
月
21
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
県

当
局
よ
り
本
条
例
改
正
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

本
条
例
の
改
正
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
県
当
局
に
お
か
れ
て
は
、

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
内
容
で
検
討

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

以
上
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 
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医
療
保
健
子
ど
も
福
祉
病
院
常
任
委
員
会 

委
員
長
報
告 

（
令
和
６
年
10
月
18
日 

付
託
議
案
） 

 

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

医
療
保
健
子
ど
も
福
祉
病
院
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ

ま
し
た
、
議
案
第
111
号
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
」
ほ
か
１
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
10
月
８

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
当
局
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に
審

査
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
原
案

を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
際
、
本
委
員
会
で
特
に
議
論
の
あ
り
ま
し
た
事
項

に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

は
じ
め
に
、
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
不
適
切
な
保

険
請
求
事
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 
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県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
同
院
が
か
つ
て
実
施
し
た
産
婦

人
科
腹
腔
鏡
手
術
に
係
る
保
険
請
求
上
の
過
誤
を
契
機
に
、
東
海

北
陸
厚
生
局
の
監
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
平
成
30
年
５
月
１
日
か

ら
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
の
診
療
報
酬
に
関
す
る
保
険
請
求

に
お
い
て
、
不
正
又
は
不
当
な
請
求
事
案
が
あ
る
と
し
て
、
令
和

６
年
９
月
25
日
付
け
で
戒
告
措
置
を
受
け
、
自
主
点
検
を
実
施
の

上
で
返
還
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

県
当
局
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
案
が
生
じ
た
原
因
を

し
っ
か
り
と
分
析
の
上
、
現
行
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
機
能
し
て
い

れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
か
等
検
証
し
、
再
発
防
止
を
図
ら
れ

ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

次
に
、「
三
重
県
子
ど
も
条
例
」
の
改
正
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 
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「
三
重
県
子
ど
も
条
例
」
に
つ
い
て
、
施
行
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
県
当
局
に
て
条
例
改
正
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
、
令
和
６
年
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
に
お
い
て
、

中
間
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
案
の
前
文
で
は
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
相
談
対

応
件
数
の
増
加
や
子
ど
も
の
貧
困
等
、
子
ど
も
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
の
深
刻
さ
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
、
今

を
生
き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
向
か
っ
て
夢
や
希
望
を

持
ち
、
豊
か
な
育
ち
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
す
る

こ
と
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
第
14
条
で
は
、
子
ど
も
が
多

様
な
体
験
活
動
等
の
機
会
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
が

支
援
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
特
に
「
三
重
の
自
然
」

を
活
か
し
た
体
験
活
動
の
機
会
に
接
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
よ

う
な
内
容
と
す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

以
上
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 
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予算決算常任委員会 医療保健子ども福祉病院分科会

委 員 長 報 告 

 

（令和６年 10月 15日） 

 

委員長のお許しをいただきましたので、本分科会

において、特に議論のありました事項について、ご報

告申し上げます。 

 

「看護師等養成所運営費補助金」についてであり

ます。 

 

当該補助金は、 

看護師等養成所の養成力を充実強化し、 

医療技術の進歩に対応できる看護職員を確保する

ことを目的として、 

看護師等養成所の運営にかかる経費について、 

地域医療介護総合確保基金を財源として、 

国の標準単価をベースに積算をし、交付していま

す。 

資料５-３ 
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看護師等養成所の経営は逼迫しているところであ

り、県当局におかれましては、昨今の物価高騰等の影

響をふまえた標準単価の見直しを国に求められます

よう、また退学率加算の見直し等当該補助金のより

効果的な在り方についてしっかりと検討されますよ

う、要望します。 

 

以上、ご報告申し上げます。 
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予算決算常任委員会 医療保健子ども福祉病院分科会

委 員 長 報 告 

 

（令和６年 12月 17日） 

 

ご報告申し上げます。 

 

医療保健子ども福祉病院分科会で詳細審査を分担いた

しました、議案第１２４号「令和６年度三重県一般会計

補正予算（第３号）」の関係分ほか６件につきましては、

去る１２月９日及び１１日に分科会を開催し、関係当局

の出席を求め、慎重に審査いたしました結果、いずれも

全会一致をもって、原案を可決すべきものと決定いたし

ました。 

 

なお、この際、本分科会で特に議論のありました事項

について申し述べます。 

 

「沖縄『三重の塔』苑内
えんない

広場改修工事に係る契約」に

ついてであります。 
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沖縄県糸満
いとまん

市摩文仁
ま ぶ に

にある戦没者慰霊施設の「三重の

塔」は、「三重県沖縄戦没者友の会」発案のもと、当時の

知事を会長とする「三重県戦没者沖縄慰霊塔建立
こんりゅう

委員

会」により、県と市町村の支出のほか、多くの団体や県

民の皆さまからの寄付を財源とし、昭和４０年６月に整

備されたもので、その後、委員会の解散に伴い三重県に

譲渡され、県の施設として維持管理を行っているもので

す。 

令和４年度から県が主催者となり慰霊式を開催してい

ますが、苑内
えんない

には慰霊式を行うための十分なスペースが

なく、また、段差等により高齢のご遺族の方々には利用

しづらいことから、令和７年の戦後８０年の機会をとら

え、これらを解消するための改修工事に係る債務負担行

為を計上しています。 

この計画を進めるにあたり、当局におかれては、 “三

重らしさ”が感じられ、宗教色なく、安全でより多くの

方々が訪れ、戦没者に対する慰霊や平和への思いをつな

げていくための祈りを捧げることのできる環境を整備さ

れるよう要望します。 

 

以上、ご報告申し上げます。 



 

常任委員会活動 上半期振り返りシート 

 

委員会名：医療保健子ども福祉病院常任委員会 

 

 

〇 委員会審議の活性化の視点 

 

・ 正副委員長より審議すべき項目についての配慮があり、充実した討議をするこ

とができた。 

 

○ 年間活動計画について 

 

重点調査項目 

 

・ 県政を取り巻く課題が多岐に亘ることから幅広い重点調査項目を設定すること

となったが、適切な調査をすることができた。 

 

県内外調査 

 

・ 県外調査では、ＩＣＴの活用により生産性向上を図る介護事業者やゲーム・ネ

ット依存治療に取り組む医療機関、子どもの居場所づくりを推進する団体や障が

い者との共生を目指すスポーツ施設を訪問し、今後県内での一層の取組が期待さ

れる分野の先進事例を調査することできた。 

 

○ その他 

 

・ 能登半島地震における災害医療等の支援活動についての報告が適時になされ、

災害医療体制等の整備に係る議論を適切にすることができた。 

 

・ 重点調査項目が幅広く、また扱う条例や計画が多いことから、特に調査をして

議論を深める必要のある課題を適切に抽出し、複数の部局を跨ぐ課題については

関係する部局の出席を求め、条例制定に向けた検討懇話会等の開催情報やその会

議資料を適宜委員にも共有することにより、今後の調査が十分なものとなるよ

う、正副委員長にて取り計られたい。 

資料６ 
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参考人出席要求候補者 

 

12月 13日（木曜日）午前 10時 30分から（オンライン） 

〇 ＰＥＲＳＯＬ Ｇｌｏｂａｌ Ｗｏｒｋｆｏｒｃｅ  

株式会社 代表取締役社長 

多田 盛弘 氏 

政府開発援助の事業を中心に、コンサルタントとして過去 20 年間・

30か国以上で産業開発、人材育成、保健医療、教育等多様な分野での事

業実施経験があり、2018 年は外務省の政府開発援助に関する有識者懇

談会の委員を務められました。 

また、代表を務める同社においては 2024 年 3 月末現在約 900 名以上

の外国人材の採用・受入等を支援し、そのうち介護領域では 500名以上

の支援実績があります（令和６年度三重県外国人介護人材受入支援事業

受託）。 

介護分野における人材が不足している現状において、外国人材受入に

係る制度や仕組、介護事業者と外国人材のマッチングや地域への定着を

進めるさまざまな施策等について、これまでの経験と実績の中からご説

明いただきます。 

資料８-１ 



12月 13日（金曜日）午後１時から 

県内で介護事業所を経営されておられる４名の方より、外国人材の雇用

状況とその活躍、外国人材を介護職員として採用することに係る課題、外国

人材を介護職員として採用するための取組や働きやすい職場環境づくり、

外国人介護人材の採用や日本語教育等の取組等、外国人材を介護職員とし

て採用することに係る現状と課題についてご説明いただきます。 

〇 一般社団法人全国介護事業者連盟 三重県支部 

幹事 

堀 博人 氏 

株式会社ライフステージ 代表取締役 

社会福祉法人むつみ福祉会 理事長 

四日市市及び松阪市で、訪問介護、通所介護、グループホーム等の

事業を展開されておられます。 

〇 社会福祉法人長茂会 

本部長 

石塚 昇二 氏 

理事施設長 

加田 慎二 氏 

尾鷲市をはじめとした東紀州地域で、特別養護老人ホーム、ショート

ステイ、デイサービスセンター、グループホーム等の事業を展開されて

おられます。 
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参考人出席要求候補者名簿 

 

県内の複数の市では分娩できる病院や診療所がないなど、分娩できる施設の減少は基

礎自治体だけの問題ではなく、県の課題となっています。 

産科医に過重な労働が課されている中で妊産婦の求める安心、安全、満足を満たすため

に、正常妊産婦に対しては、助産師が妊娠、分娩、産じょくまで一貫したケアを行うこと

の有益性が述べられています。 

今回、現在の産科医療について研究をされておられる２名の方より、女性の「産む」と

いう生理的な機能を尊重した妊娠・出産・育児の取組や、産科医と助産師の役割分担と連

携等についてご説明いただきます。 

 

２月７日（金曜日）午後１時 00分から 

〇 奈良女子大学 名誉教授 

松岡 悦子 氏 

2008年 9月奈良女子大学生活環境学部教授、2019年 3月定年退職。 

ご自身の出産を機に、妊娠・出産の比較文化をテーマに、さまざまな地域の出産にま

つわる民俗や儀礼、出産介助者の歴史的変化、また現在の産科医療について研究されて

こられました。 

 

〇 ＳＢＳＫ自然分娩推進協会 代表 

高山赤十字病院 周産期母子・小児医療センター長 

荒堀 憲二 氏 

1979 年白治医科大学卒業。日本專門医機構認定産婦人科專門医。日本産婦人科学会

認定指導医。 

日本国内の病院だけでなくケニアでの国際協力でも経験を積み、病院長や病院管理者

も務めるなど、40 年以上にわたり、母子保健医療や産婦人科の臨床に携わっておられ

ます。 

2017 年には母子保健部門で厚生労働大臣表彰を受賞。現在も臨床医として活動しな

がら「自然なお産」への取り組みを精力的に行っておられます。 
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